
代表的な漁港において藻場を造成するとともに、その成果を県内の他の港へ展開するためのガイドライン
を作成することにより、ブルーカーボンの創出及び海域の生産性向上を図る。

事業の目的

⑴ 事業内容
○ 漁港・漁場ブルーカーボン創出モデル事業

県内の２漁港において回復の核となる藻場造成を行い、ブルーカーボン創出を促進

⑵ 事業の仕組み
○県

⑶ 成果指標
漁港施設における造成藻場面積
現状（令和５年度）０㎡ → 令和８年度 2,112㎡

事業の概要

令和６年度～令和８年度事業の期間

漁業管理課 ６０，０００千円
【財源：国庫、日本一挑戦基金】
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